
学校・家庭・地域連携キーワード 「・子どもの生命や健康を守る！」「・子どもの育ちに関わる！」

１０月１６日（日）に「第１７回やさしさの花開く 東風校区文化祭」が開催

されました。

本年度は感染対策として、小学校体育館で時間を短縮して開催されました。

東風小学校からも、オープニングで浦公大先生（２年４組担任）のピアノ演奏

と、東風小ダンス部のダンスを発表させていただきました。ダンス部の発表では、

林田亮先生（３年２組担任）もダンス部担当として子どもたちと一緒に発表しま

した。

【浦先生の感想】

初めての大舞台で、とても緊張しましたが、楽しく演奏することができました。

聴いてくださって、ありがとうございました。

【林田先生の感想】

ダンスクラブの子どもたちと練習から共に頑張り、息の合った最高のパフォ

ーマンスを披露することができました。地域の方々も手拍子で会場を盛り上げ

ていただいたおかげで、みんなで楽しくパフォーマンスできました。

このほかにも、校区の様々な文化活動をされている団体や個人の発表が披露されました。

東風小の子どもたちも、各所属の団体の順番で、元気に発表している姿が見られました。

ステージ発表や、物品バザー、展示等、校区内のふれあいと活性化につながる文化祭でした。

１０月２０日（木）秋晴れに恵まれて、５年生の稲刈りを実施することができました。

稲刈り指導の皆様や、区長会の皆様、東風コミュニティ・センターの皆様の御協力をいただき、楽しく

安全に活動することができました。

「稲刈りを終えて」 ５年

稲刈りは楽しかったです。稲を刈るときのコツを教えてもらいながら、稲の置き方も教えてもらいま

した。稲を持っていくときに、持ち方をまちがえて、地いきの方に注意されたけど、ぎゃくにそれで「お

米が大切なんだなぁ」とあらためて思いました。稲を刈るのは大変ということが分かりました。

「稲刈り」 ５年

稲をカマでかるのが楽しかったです。しゃがんで稲をかるのがきつかったです。地域の方から稲をカ

マでかるかりかたを教えてもらいました。おかげできれいに切ることができました。

「稲刈り」 ５年

ぼくははじめて稲刈りをしました。稲刈りは楽しかったです。はじめてカマを使いました。

稲を切ったときにきれいに切れたからうれしかったです。

「楽しかった稲刈り」 ５年

自分たちで植えた稲が大きく育ち、稲をかるときに、地域の方々から、稲のかり方まで教えていただ

きました。楽しく稲かりをして、かりおわったいねを運んだり、ひりょうにしたりしてお米が出てくる

ところまで見せていただきました。つかれたけど楽しかったです。平日でいそがしい時でも、地域の方

々が最後まで手伝ってくれました。ありがとうございました。
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「感謝の稲刈り」 ５年

私は初めて稲刈りをしました。その時、自分の方にカマをむけて稲を刈るので、怖かったですが、な

れてくるととても楽しかったです。この楽しい体験をくれた学校の先生方や地域の方々に感謝でいっぱ

いです。本当にありがとうございました。

本年度の田植え・稲刈りの活動に携わっていただきました地域の皆様

・活動場所の田んぼ（土地）を提供していただきました…原田 和美 様
・活動の指導支援等…田中 幸成 様・田中 康太 様 ・田中 康介 様

東風校区区長会の皆様・東風校区コミュニティセンターの皆様

ここに、御紹介も含めてお礼申し上げます。御支援・御協力誠にありがとうございました。

今後とも、どうぞよろしくお願いします。

東風小「いのちの畑」冬野菜編がスタートしました。

「大こんのたねをうえたよ」 ２年

ぼくは、生かつかの学しゅうで、大こんのたねをうえました。かぶと大こんのどちらにしようかまよ

いましたが、大こんにしました。大きくてりっぱな大こんになってほしいです。そのために、おせわを

がんばります。

「りっぱにそだってほしい大こん」 ２年

りっぱにそだってほしいから、まいにち水やりをして、おいしい大こんにしたいです。

「だいこんのたねまき」 ２年

たねまきのときがめちゃくちゃさむかったです。ぐうであなをあけるのがむずかしかったです。でも

しゅうかくできるのがたのしみです。おいしくなってほしいです。きれいなだいこんにそだってほしい

です。

「大こんのたねまき」 ２年

大こんが早くそだってほしいと思います。大こんのたねまきはむずかしくて、とてもつかれました。

大こんをぬくのが楽しみです。

いのちの畑の活動は、東風小の子どもたちの大切な活動のひとつです。

子どもたちは活動の中で、季節を感じ、食べ物や命を大切にする気持ちや感

謝の気持ちを養っていきます。

御家庭でも、子どもたちが育てている野菜について話題にしていただきなが

ら、生活と食べ物、生活と物価、食べ物と世界情勢やいろいろな世界の食べ物

へと広がっていくことを期待しています。

いのちの畑のお世話をしていただいている地域の皆様

・成吉 隆義 様 ・秋吉 寿男 様 ・浦田 泰助 様

誠にありがとうございます。今後とも、よろしくおねがいします。

「いのちの畑」冬野菜編


